
学　名 Chalcosoma atlas 
和　名 アトラスオオカブト

体　長 ♂：60～100ｍｍ ♀：30～60ｍｍ
分　布 インドネシア共和　スラウェシ島など

寿　命 幼虫10か月、羽化後3～4ヶ月 飼育温度 18～22℃

コバエ防止の為に、紙や布で蓋します。
産卵木から剥がした皮などを転倒防止、隠れ家として表面に置きます。
エサのゼリーは2～3日で交換します。

♂♀セットから1～2ヶ月後に幼虫割り出しします。
ケース底から、孵化した幼虫が見えたら割り出しします。
♀1頭から20～50頭の幼虫が採れます。
取り出した幼虫は、発酵マット入りプリンカップにて2週間程飼育後
少し大きくなったら徐々に大きめ容器（発酵マット）にセットします。
（初令幼虫時の死亡率が高いので生存を確認してからセット）

2～3ヶ月毎にマットが食されるのでマットと容器を交換します。

孵化後、約10か月で羽化します。
プラケース1つに♂は一頭にしましょう。 日本産カブトムシと同じサイクルです。
二頭以上同居させると喧嘩します。 羽化直後も成虫をすぐに取り出さず1週間してからにしましょう。

繁殖セット

プラケース大(W370xD220xH240)

熱で殺菌した黒土を堅く敷き詰める

ゼリー

発酵マットを敷き詰める

ゼリー

転倒防止や隠れ家用に木片を置く


